
フィガロ三部作考察

一一シェリュパンの死とともに失われたもの一一
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1 .フィガ口三部作

『セピーリャの理髪師』（1775）、『フィガロの結婚』（1784）、そして『罪ある母』

(1792）は、 18世紀フランスの劇作家カロン・ド・ボーマノレシェによって書かれた

三部作の戯曲である。最初の二作品は、当時から大変評判が高かったばかりでなく l、

ロッシーニとモーツアルトによってオペラ化されたことで、今日までその名を広く

知られている。三作目の『罪ある母』の知名度はそれに比べると格段に低く、ダリ

ウス・ミヨーによってオペラとして作曲されたのは、 20世紀も半ばを過ぎてからの

ことであった。

この三作品はいずれも、スペインのアノレマグィーヴァ一家を物語の中心に据えて

いる。第一作の正式な題名は『セピーリャの理髪師、あるいは無益な用心 （LeBarbier 

de Seville ou La Precaution inutile）』という。セピーリャに住む老医師パノレトロは、自

身が後見人を務める若い娘ロジーヌと結婚しようと企んでいる。彼は大層嫉妬深く、

ロジーヌを家に閉じ込め、その一挙手一投足に目を光らせて、他の男を近づけまい

とする。大貴族であるアノレマヴィーヴ、ァ伯爵は、プラドでロジーヌを見かけて一目

惚れし、セピーリャまで彼女を追いかけてくる。彼は、「理髪師兼何でも屋」のフィ

ガロの助力を得て、あの手この手でパノレトロの厳しし1監視をかいくぐり、最終的に

見事にロジーヌとの結婚にこぎつける。「無駄な (inutile）用心」という副題は、伯

爵への手紙を見とがめられたロジーヌが、とっさに「これは昨日、歌の先生が下さ

った『無益な用心』の歌詞ですわ2」と答えたことや、パノレトロの用心深さが役に立

たず（inutile）、若い鳶に油揚を擾われる結末を迎えることに因っている。

『セピーリャの理髪師』が、モリエーノレに代表されるような 17世紀の喜劇の影響

を受けていることや、フィガロ像にボーマノレシェ自身との類似性が認められること

については、既に多くの研究者によって指摘されており、もはや定説化している。

パノレトロに対抗して、様々な策略を計画し、伯爵を手助けするフィガロという登場

人物は、明らかにモリエーノレのスカパンのような、古典喜劇の陽気で、抜け目のない

従僕役を引き継いでいる。しかし一方で、ボーマノレシェは、彼を定型的な従僕像か
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ら抜け出させてもいる。ブィガロは伯爵の質問に答える形で、陰謀徒党の輩のせい

で戯曲家として立てなかった話や、文壇から追い出されたいきさつをいとも朗らか

に語る。その姿には、発禁処分や上演禁止に悩まされてきた、ボーマノレシェの姿が

折り重なる。ボーマノレシェはフィガロに現実感のある過去を与え、生身を持った人

物に仕上げることに成功している。

第二作『狂ったような一日、あるいはフィガロの結婚 （LeFolle Journee au Le 

Mari age de Figaro）』は、セピーリャから 3リューほど離れたアノレマヴィーグァの領

地、アグアス＝プレスカスを舞台とする。前作であれほど熱IL｝にロジーヌの愛を勝

ち得ようとしていた伯爵は、今や不実な夫となっている。伯爵夫人の侍女シュザン

ヌの言葉を借りれば、「この辺りの別損さんたちを口説くのにお飽きになって行、フ

ィガロの許嫁である彼女に手を出そうと画策している。言い換えれば、彼は持参金

という褒美をちらつかせて、彼女の花嫁としての初夜を買い取ろう、つまり一度は

廃止した「領主権（ancienclroit de seigneur）」を復活させようとするのである。伯爵

夫人とフィガロ、シュザンヌは、彼の企みを挫折させ、懲らしめようと作戦を立て

る。

『フィガロの結婚』のタイトノレには、「1王ったような」あるいは「てんやわんや」
とでも訳される「おlle」という形容詞が付されている。伯爵とフィガロたちの攻防

は、どちらの思うようにもなかなか進まず、予想外の出来事が次々と引き起こされ

るため、まさにてんやわんやのカーニパノレ的喧騒を繰り広げるのだ、が、何かとl騒ぎ

を大きくする原因の一つが、伯爵の小姓シェリュパンの存在である。思春期真っ盛

りのこの少年は、名付け親の伯爵夫人を恋い慕いながら、イ也の女性たちを次々と追

いかけ、予想外の時と場所にいつも現れては、あらゆる計画をあやうくする。さら

に、芝居には、歌や踊り（シェリュパンの恋歌、結婚式の歌とダンス、最終幕のヴ

ォードヴイノレ）がふんだんに盛り込まれ、賑やかなものとなっている。

歴史的側面から考えるならば、『セピーリャの理髪師』と『フィガロの結婚』は、

特権を振りかざす貴族に対する庶民の反抗と機略を描いたものとして、しばしばフ

ランス革命の近因に数えられる。前者ではフィガロは、彼の言動を批判する伯爵に

向かつて、皮肉っぽく問いかける。「下男にそんなにご注文がおありでしたら、閣下

は下男にふさわしいご主人がたをたんとご存じですか47」また、『フィガロの結婚』

第五幕三場のフィガロの独自は、より直接的な批判として有名である。

貴方（＝伯爵）は豪勢な殿様ということから、ご自分では大した才があると思っ

ていらっしゃる。貴族、財産、家柄、地位、それやこれやで高慢ちきな！ だが、

それほどのおいしいものを手に入れるのに、貴方はそもそも何をなさいましたか？

生まれるだけの手聞をかけた、ただそれだけじゃありませんか。おまけに人聞とし

ては平々凡々。それにひきかえ私は、くそっ50

この台詞は『セピーリャの理髪師』の、先述の彼の身の上話と呼応している。出

自以外に取り柄のない、無能な貴族の横暴さへの怒りが確かに語られてはいるのだ、
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が、これを以てボーマルシェを革命思想の持ち主と捉えることには、やや疑問が残

るだろう。というのも、ポーマルシェは時計商の出身でありながら、貴族風に名乗

ることや貴族の肩書を金で購入することに熱心だ、ったからである。ただ、大革命前

の緊張感が高まっていく様子が、作品に見事に反映されているとは言えるだろう。

1780年代の不穏な社会状況の中で、『フィガロの結婚』は、作者の真意はさてお

き、体制を脅かす危険性をはらむものと判断された。ノレイ 16世やアカデミー会員は、

その上演や出版を幾度も禁止した（後のモーツアノレトのオペラでは、上記の独自は

削除され、女性に対する不満の吐露のみとなっている）。府余曲折を経て6、初演を

迎えた時の様子を、レチフ・ラ・ブノレトンヌは『パリの夜』の中で描いている。そ

れによれば、「大入り満員で、切符を持っていても席につくことができない7」ほど

で、あった。レチフはまた、シェリュパンについて「私は小姓に魅せられたSJと語り、

その存在が芝居の大きな魅力のひとつであることを告げる。

第三作『もう一人のタノレチュフ、あるいは罪ある母 （L'AutreB的決 auLa Mere 

coupable）』は、フランス革命真最中の 1792年にマレ地区の小劇場で初演を迎えた

が、公演はたったの 15回で中止された。 1796年に、コメディ・フランセーズで再

演される運びとなったが、前二作と比較すると、やはりその存在感の薄さは否めな

し＼0

『罪ある母』では、アノレマグィーヴァ一家は大革命下のパリに移住してきでいる。

夫婦仲はすっかり冷え切っている。伯爵夫人とはシェリュパンとのたった一度の不

義により、息子レオンを生んでいる。伯爵も他の女性との聞に、娘プロレスティー

ヌを設け、その後見人を務めている。レオンとプロレスティーヌは互いに惹かれあ

っている。伯爵はレオンの出生の秘密に薄々気がついていて、彼をひどく嫌い、妻

の不義を許すことができない。一方、伯爵夫人は罪の意識に苛まれ続けている。伯

爵家に入り込んだ第二のタノレチュフこと、悪人ベジャースは、伯爵夫人とレオンを

放逐し、プロレスティーヌと結婚をして伯爵家を乗っ取ろうと企んで、いる。フィガ

ロとシュザンヌの夫婦だけは彼の好計に気が付いており、伯爵家を守ろうと奔走す

る。

表題の「タノレチュフJは、当然モリエーノレの問題喜劇（『タノレチュフあるいはペテ

ン師』 （LeTartufjちouL 'Imposteur) ）から取られたものである。だが、『罪ある母』は、

前二作のような喜劇（comedie）ではなく、道徳劇（正劇9とも訳す） ( dram.e moral) 

として著された。劇の内容には 1789年以降に起きた社会的出来事が反映されている

ため、執筆時期は革命勃発後であると推測される。だが、『フィガロの結婚』（1784)

の執筆当時、すでにこの作品の構想はボーマルシェの念頭にあったようだ。『フィガ

ロの結婚』の序文には、次のように記されている。

しかし、演劇のもっとも道徳的な主題のひとつをと、私を駆り立てる多くのアイ

ディアに、私は手をつけようとしている。『罪ある母』だ叩。

革命思想について先ほど語ったのと同様に、この序文についても、軽々しく作者
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の道徳的意図の真塾な表れと見なすわけにはいかないだろう。というのも、 18世紀

には、ノレソーや英国作家リチヤードジンらの流行の影響を受け、執筆の道徳的意図

を強調するという風習が横行していたからだ。ともあれ、『罪ある母』は、前二作と

異なり、道徳J性の追求を主たるテーマとして掲げている。作品全体に、ある暗く重

い雰囲気が垂れこめている。パノレトロの老いらくの恋や、様々な策略に引っ掛かつ

て間抜けぶりを露呈する伯爵の滑稽な描かれ方とは異なり、ベジャースの悪事には

笑いが入り込む余地はない。先の二作では生気溌刺たる笑いを振りまいていたフィ

ガロの陽気さも、ほとんど失われている。「あのペテン師（＝伯爵）を闘して、まん

まと畏にかけて、奴のお宝を蒔きあげる方法はないものかなあ11！」と、謀を巡ら

せていた彼は、第三作の終わりでは、伯爵が与えようとする二千ルイの報酬を辞退

し、一生アノレマヴィーグァ家に仕えることを宣言する、善良な召使となっている。

そこに認められるのは、彼の老いである。「老いたる我よ！ 若き日の自分を許して

やれ、奴はお前に敬意を表するぞ12」と彼は自身に向かつて呼びかける。

『フィガロの結婚』では、伯爵が怒り声を上げる時、舞台の雰囲気は緊張をはら

むものになりかける。だが、歌やダンスは芝居を祝祭的にする。また、シェリュパ

ンは、伯爵夫人のリボンをシュザンヌの手から奪いとって、寝椅子の周囲を逃げ回

る。その直後に彼女に接吻をしようとして、反対に追いかけ回す。あるいは、伯爵

夫人の部屋の窓から瓜畑へ身軽に飛び降りる。このような軽快な動きが芝居のリズ

ムとなり、重苦しさから救うのである。

『罪ある母』に決定的に暗い影を落としているものは、伯爵夫人が抱き続ける罪

の意識と、シェリュパンの死で、ある。第一幕の冒頭でシュザンヌによって、伯爵夫

人が涙にくれている様子が語られる。シュザンヌは陰気な花束（黒と赤の花ででき

ていて、 l本だけ白いカーネーションがあしらわれている）を椿えているが、それ

はレオンの誕生日を祝うためであると同時に、戦場で命を落としたシェリュパンに

捧げられるためのものでもある。「血と喪服の色！」「これは黒い喪章で束ねましょ

う13」と、彼女は溜息をつく。同一人物によって書かれた二つの作品の聞の、この

急激な変化一主題や登場人物像の道徳化、祝祭的な陽気さから葬儀の暗さへの転落

ーを、我々はどう捉えたらよいのだろうか？ 『フィガロの結婚』において、伯爵

夫人が小姓に好意を抱いているのは、明らかである。それは、ポーマノレシェ自身の

注によって、グァンローの絵画に例えられる美しい光景によって表される。『罪ある

母』では、伯爵夫人は錯乱して床に身を投げ、己の恋の罪を大声で、機悔するまでに

追い詰められる。美しさは消え、苦悩の表現ばかりが残る。婚外子を成した伯爵へ

の批判がほとんど書かれないのに対して、伯爵夫人とシェリュパンの恋は、なぜこ

れほどまでに厳しく断罪されるものになったのだろうか？ 第二作と第三作の聞の

大きな変化に、陽気な少年の存在と死はどのように関わっているのかを考察してい

きたい
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2.伯爵と小姓

『セピーリャの理髪師』では、フィガロ、伯爵、そして唯一の女登場人物である

ロジーヌは（手違いや誤解は時にあるものの）協力しあって、バルトロに対抗する。

ロジーヌの音楽教師パジー／レは、金で動く人間であり、財布を掴まされることによ

って、伯爵の側につく。物語の筋はいたって簡潔で、あり、敵対関係はパノレトロ（彼

とて、ベジャースほどの悪人ではない）に対してしか成立しない。

『フィガロの結婚』の筋立てと人間関係は、第一作と比べるとはるかに複雑であ

る。主な登場人物は、前作から引き続いて登場するアノレマヴィーグァ伯爵、フィガ

ロ、バルトロ、パジーノレに加え、ジェリュパンや庭師のアントニオといった男性陣、

そして伯爵夫人とシュザンヌ、前作で、は名前のみ登場した家政婦のマノレスリーヌ、

小娘ファンシェットの女性陣と、合計 10人にも膨れ上がる。伯爵とフィガロは、シ

ュザンヌを巡って脱み合っている。バルトロは、ロジーヌを奪われたことと、百エ

キュをフィガロに巻きあげられたことへの恨みを前作から持ちこしており、フィガ

ロの結婚を邪魔しようと意気込んで、いる。フィガロに金を貸しているマノレスリーヌ

は、借金を返済できないならば、代わりに結婚して欲しいと要求し、フィガロの婚

約者シュザンヌと火花を散らす。その他にも、シュザンヌの伯父のアントニオとフ

イガロ、パジーノレとマノレスリーヌらの聞でも、様々な心理戦や駆け引きが行われる。

これらの人間関係の中で、ひときわ興味深いのが、女性たちの結託である。フィ

ガロでさえ、彼女たちが共同してめぐらす策略に関しては、蚊帳の外におかれてし

まう。この傾向は、第一幕一場の段階ですでに見られる。フィガロは物差しで床を

測り、伯爵から拝領するはずの寝台が、部屋に収まるかどうかを確かめている。彼

は、伯爵が自室のすぐ傍らにある部屋を彼らに提供した意図になど、まったく気が

ついていない。部屋が気に入らないというシュザンヌに対して、フィガロは「Oh!

quand elles sont sfues de nous.Jと答える。この台詞に当てられる邦訳は一通りではな

く、解釈が分かれるところであるが、「彼女たち（elles）」という代名詞は、それ以

前に指示するものがなしただ「我々（nous)Jに対置される語だと考えられる。つ

まり、「我々＝男たち」に対して、「彼女たち＝女たち」という表現が用いられてい

るのである。「女たち（elles）が、俺たち（nous）に自信を持つ時ときたら」という

彼の台詞は、劇中で展開される男女の対立の予告である。ところで、屋敷の中で起

きていることに気づいているのは、シュザンヌの方である。彼女は伯爵のよこしま

な計画（「伯爵様のお目にとまったのは、あんたの婚約者なのよ14」）を明らかにし

て、フィガロを仰天させる。

フィガロは、シュザンヌとの密会を望む伯爵のところに、彼女の服を着こんだシ

ェリュパンを送り込み、一泡吹かせようという計画を立てる。しかし、これは功を

奏さず、そのために伯爵夫人はあやうく窮地に陥りかけさえする。その後、伯爵に

対する新たな作戦を考えようとするとき、シュザンヌと伯爵夫人は次のような言葉

を突わす。
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夫人：でも、これだけは誰にも内緒よ。

シュザンヌ：では！ フィガロには。

夫人：だめだめ、あれは自己流を出したがるから150 

こうして、作戦の主導権は女性たちに移る。フィガロは計略の内容を知らされな

いばかりか、自分もそれに引っかかり、シュザンヌが伯爵の誘惑になびいたと勘違

いしてしまう。第五幕三場の彼の独自は、女性の弱さに対する嘆きの言葉から始ま

っている。

フィガロ：ああ、女、女、女。弱くてがっかりさせる生き物だなあ160 

その後、シュザンヌと伯爵夫人の計画内容を知ったフィガロは、狂喜して陽気に

叫ぶ。「無限の才気にあふれた雌どもだなあ17！」彼は女性について、嘆いたり、感

嘆したり、様々な感情を見せてくれるが、自分の性（男性）とは異なる存在として

捉えるという姿勢を常に崩さない。

館の家政婦であるマノレスリーヌは、フィガロとの結婚を望んでおり、当初はシュ

ザンヌとはとげとげしい言葉を交わし合う関係にある。しかし、フィガロの腕に刻

まれていた印から、彼がかつてジプシーにさらわれた彼女の息子であることが判明

すると、彼女は息子とその婚約者を応援する優しい母親に早変わりする。そればか

りではない。フィガロがシュザンヌの貞節に疑いを持つ時、マノレスリーヌは「女」

として、息子よりも、シュザンヌの肩を持つのである。

なんて可愛い娘だ、ろうね。ああ、私たち女同士が、個人的利害から互いに攻撃し

あわなければ、誰もが、虐げられた私たち哀れな女を守りやすいのにねえ。あの、

高慢で、恐ろしい、それでいて少々おめでたい男の連中から180 

マノレスリーヌはまた第三幕の終盤で、彼女の若い時分の身持ちを責めるパノレトロ

に対して、毅然として、男性の横暴さと輔される女性の弱い立場について、抗議す

る。

恩知らずよりもっとひどい男の人たち、あなた方の情欲のおもちゃにされた犠牲

者を、軽蔑して卑しめる人たち！ 私たちの若い頃の過ちについてはあなた方こそ

罰を受けるべきなのです。私たちを裁く権利があるとひどくうぬぼれている、あな

た方男性や行政官の方々は、罪深い怠慢から女性が生きていくための誠実な方法を

奪い取っているのですわ190

この抗議はもっともと言うべきである。そもそもバルトロはかつて、マノレスリー

ヌを情婦にしていたわけで、あって、彼女の身持ちの良し悪しを今更責める権利など

有してはいない。ここで重要なのが、彼女の抗議が男性の好色なエゴの告発という
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だけではなく、男性が造りだしている社会秩序そのものにも向けられているという

ことだ。「私たちを裁く権利があるとひどくうぬぼれている、あなた方男性や行政官

の方々（vous et vos magisなats,si vains du droit de nous juger）」という呼びかけは、話

されている場が邸内で聞かれる法廷であり、代理判事や書記らを前にしているがゆ

えに、いっそう強い響きを持つ。アノレマグィーヴァ伯爵はアンダルシア地方の都市

代官を務めており、いわば秩序を守る立場にある。だが、女遊びにうつつを抜かし

てきた彼はここで、「ごもっとも」と肱くほかはない。喜劇はここで急に、真面目さ

を帯びる。イ也の女性に子を産ませておきながら、妻の不義を責める伯爵という第三

作の正劇の構図が、すでにマノレスリーヌの台詞からは予感されるのである。

『フィガロの結婚』の女性たちはこのように共謀して、男性達と渡りあう。彼女

たちはしかし、シェリュパンに対してのみは、寛大な態度を取る。シュザンヌは彼

に何度もキスをねだられて、腹を立てながらも、彼がいなくなると「すばしつこく

て可愛いんだから20」と本音を漏らす。「殿下の若い小姓は女性という女性を魅了し、

また、娘に扮することで異性愛のあらゆる規範を逃れている21J と、ミシェノレ・ド

クロンは語る。ポーマノレシェは序文の中で、彼の年齢が 13歳であることを示してい

る。「恐らく彼はもう子供ではない。しかし、彼はいまだに大人でもないのだ220J 

シェリュパシの役が女性によって演じられること23、彼が劇中で 2回も女装をする

ことは、彼に両性性を与えている。彼は伯爵の命令で、軍務（＝剣を振るう、男性

的な仕事）に就かなくてはならない（だが、いつかな出発しようとはしない）。シュ

ザンヌは彼に女の衣装を着せてやりながら、その美しさに惚れ惚れとする。つまり、

彼は「大人と子供」「男と女」のいずれの要素をも有しながら、そのどれにも属さず、

そのためにあらゆる社会的規定・役害防＝ら解放される、ほんの一時の自由を満喫し

ているのである。

シェリュパンの人物像は、 18世紀のリベノレタン小説の中にその類型を見出すこと

ができる。当時の社交界を舞台とするそれらの作品には、しばしば年上の女性に手

引きをしてもらう、若い男性が登場する。例えば、ラクロの『危険な関係（L釘 Liaisons

Dangereuses）』に登場する騎士ダンスニーは、恋人セシノレに想いを寄せながら、一

時的にではあるがメノレトゥイユ侯爵夫人の情人となる。あるいは、クレピヨン・ア

イスの『心と精神の迷い （LesEgarements du creur et de !'esprit au M百moiresde M de 

M凶cour）』（1736）の主人公の青年メノレクーノレは、「社交界に登場した時の私は、楽

しみ（plais註）のことしか頭になかった24」と語る。彼の最初の恋の相手は、母親の

友人のリュノレセー夫人である。その後彼は、オペラ座で、若い娘オノレスタンスに出会

い、一目惚れをする。そして伊達男ヴェルサックの影響もあり、それ以外の女性た

ちとも駆け引きを行うようになっていく。

ジャン＝パテイスト・ノレーグェは 1787年に『騎士フォブラの一年間の生活（日w

annee de la vie du chevalier de Faublas) ~を著した。真部清孝は、この小説の官頭部分

を『心と精神の迷い』と比較し、その類似性に言及している250 翌年には続編『騎

士フォブラの六週間の生活（Sixsemaines de la vie du chevalier de FaubZ叫 pourservir a 
sap陀 mi占四annee）』が刊行される。また、 1790年には『騎士フォプラの恋愛生活の
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結末 （LaFin des amou悶 duchevalier de Faublas）』が発表された。これらの相次ぐ続

編の刊行や再版本の存在は、ノレーヴェが多くの読者を獲得していたことを示してい

る。

物語の筋はいたって簡単で、ある。田舎から出てきた若い貴族の少年フォブラは、

パリ社交界の空気に触れ、次第に放蕩児へと変化していく。三つの作品を通して、

最愛の女性ソフィーと結び、つくまでに、彼は他の女性たちと親しく交わり、恋の経

験を積み重ねていく。注目すべきなのは、彼の社交界へのデビューが、シェリュパ

ンを初神とさせる女装姿で行われることである。折しも謝肉祭の頃であり、「快楽と

狂気が町を支配していた26」。この「狂気（folie）」という語は、『フィガロの結婚』

の「狂おしい（おIle）一日」を我々に思い出させる。ブオブラは「婦人式乗馬服

(amazone）」を身につけて、ロザンベーノレ伯に連れられて、最初の舞踏会へと出か

ける。そこで彼は、B** ＊侯爵夫人と出会い、恋の手ほどきを受けることになる。
侯爵夫人は夫の目を欺くために、彼を女装のままで自宅へと連れ込む。この行為は、

アノレマグィーグァ伯爵夫人の部屋で、シェリュパンが女装させられる場面を思い出さ

せる。フォブラの女装姿は、彼の妹のアデレードに生き写しであり、彼の父親を驚

惇させる。フォブラはソフィー（彼女はアデレードの修道院の友人である）に自分

の女装を見せたいと願っている。最初に彼女とキスを交わす時も、彼は乗馬服

(amazone）を身に纏っており、そこには倒錯めいた官能性すら窺える。フォブラ

は15歳であり、シェリュパンより 2歳年上ではあるものの、同様に大人になりきっ

ていない年ごろである。彼に対する文中の「両棲動物（creatureamphibie）」という

評は、彼もまた「男性性」と「女性性」の両方を有していることを示している。

ところで、 18世紀中葉に、このようなリベルタン小説が流行した背景には何があ

ったのだろうか？ 1715年にノレイ 14世は死去し、幼いノレイ 15世に代わってオノレレ

アン公フィリップ。が政治を司った。この摂政時代は 1723年まで、の短い期間ではあっ

たが、フランスの風紀を急激に自由化させるきっかけを作った。彼はまず、多元会

議制（polynodie）を取ることで、太陽王の時代には政治から遠ざけられていた貴族

たちの復権に努めた。放蕩（liber対nage）にふけり、不信心を公言する摂政は、貴族

たちの生活の範であった。こうして放縦ともいえる、ロココの貴族文化が幕を開け

る。風紀の自由化に伴って、言語活動や思想の変化も加速する。つまり、それまで

禁欲的に扱われてきた人間の感覚や欲望に目が向けられ、言説化され始めたのであ

る。例えば、医師でもあり、有名な唯物論者でもあるラ・メトリは、著書『快楽』

(la volupte）の中で、「人間の本質」である感覚的な「喜び（plaisir）」や「快楽（volupte)

の区別について論じている。あるいは『百科全書』は「喜び（plaisir）」と「歓喜（delice）」

「1央楽（volupte)Jをそれぞれ定義し分ける27。このような思潮は文学や絵画など多
様な分野で花聞き、人々は生きる喜びゃ自由を様々な形で奔放に植歌し、表現しよ

うと試みた。例えば、、オノレ・フラゴナーノレはドウ・グェジ侯爵の依頼により、国

房における荒々しい誘惑の瞬間を描いた《問》 28を作成した。文学では、クレピヨ

ン・フイスやノレーヴェらは、恋愛の作法や誘惑の手順などを織り込んだ小説を著し

た。フィクションにおいても、現実の世界においても、この時代は有名な好事家を
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多く輩出した。ラクロの小説『危険な関係』のグア／レモンは、錯綜する誘惑を繰り

返す。現実の社交界では、リシュリュー元帥や、息子のアロンサック公爵は、シェ

リュパンと同様の 10代前半から、女性との浮名を流していた。カザノヴァは自分の

恋愛遍歴を『回想録』にまとめ上げるが、その内容には事実と虚言が入り混じる。

彼の相手となる女性の年齢幅は大層広く、男装の少女（これもまた、両性性を持つ

存在である）まで含んで、いる。

話をシェリュパンに戻せば、彼は己の欲望の赴くままに、女性たちを追いかけ回

す。シュザンヌは「3・4年もすればお前はとんだならず者になるよ29Jと予言する。

彼はフォブラやメノレクーノレのように、パリの社交界入りは果たしていないが、それ

でもいずれは彼らと同様に放蕩者（リベノレタン）になるであろう素質を、多分に持

ちあわせている。彼の欲望は、まだ社会性を有しておらず、「男性としての」役割を

担っていないだけに一層純粋である。

シェリュパンは庭師の娘のファンシェットを口説いていて、伯爵に見つかり、邸

を出ていくように言い渡される。だが、ファンシェットがうかつに発した台詞から、

伯爵もまた彼女に言い寄っていたことが判明する。このように、伯爵が小姓に腹を

立てる理由は、二人の取る行動が実は類似していることに因っている。小姓は常に

彼の行く手にあらわれ、恋路の邪魔をする。彼らはどちらも女性好きであるが、マ

ノレスリーヌに対する態度だけは異なっている。もう若くはなく、評判の悪いこの女

性に伯爵は興味を示さないが、シェリュパンにとっては、年齢や階級、社会階級の

別を問わず、全ての女性は欲望の対象となる。シェリュパンは、シュザンヌに「愛

しい人」と呼びかけながら、ファンシェットの優しさを語り、伯爵夫人への恋心に

身悶えする。「僕は僕のことが分からない」と彼は告白する。「このごろは胸がわく

わくして、女を見ただけでも心臓がどきどきするんだ、よ。恋とか快楽（volupte）と

かという言葉に心は震え、乱れるんだ300」彼は 12歳のファンシェットを見かけた

時、「あれは女だよ（C’estune femme!) 31」という。一方で、もはや中年にさしかか

ったマノレスリーヌに対しても、「あれは女だよ！しかも未婚の。（elleest femme! elle 

est宜lleり32」と言うのだ。

伯爵とシェロュパンの決定的な違いは、前者は金銭と領主権力を利用して女性を

口説くのに対して、小姓は本質的な欲望と、あらゆる柳から解放された自由を体現

しているところにある。『セピーリャの理髪師』では伯爵は、経済力と社会的地位の

ある貴族としてではなく、裸一貫でロジーヌに愛されようとして、身分を偽ってい

た。ところがいまや彼は、ファンシェットに接吻する際に、「わしを好きになってく

れたら、好きなものをやろう 33」と言う。また、シュザンヌに持参金を提示するこ

とで、彼女の初夜を買い取ろうとし、「領主権」の密かな復活を望んでいる。分かり

やすく言えば、常に何かと引き換えに、彼は欲望を満たそうとするのだ。一方シェ

リュパンは正面からシュザンヌに接吻をねだる。あるいは、せいぜい恋歌の書かれ

た紙を伯爵夫人の帽子のリボンと交換しようとしたりする程度であり、その行動は、

まだまったくたわいのないものである。

貴族の役割について疑問が持たれ始めていた革命前夜や、革命直後の社会状況に
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おいて、貴族の放蕩行為一それはアロンサック公爵の事件34のように事実の場合も

あれば、担造された話のこともあった一、言い換えれば性のモラノレの崩壊を指摘す

ることは、その階級全体への批判の根拠となりうるものであった。アラン・ブロー

は「領主権（也℃itde seigneur）」あるいは「初夜権（むoitde cuissage）」が、歴史的事

実というよりは幻想的であり、封建社会の横暴さを示すための象徴的神話であるこ

とを指摘する35。この神話の始まりは、 1699年に書かれた、シャノレノレ・デュプレス

ニーの『中断された結婚』 （LaNace interrompue）である。劇中では、ある伯爵が、

妻の名付け子を、管理人として邸内にとどめておくために、一農夫と結婚させよう

と考えている。伯爵の狙いは明らかである。「領主権（droitde seigneur）」を題名に

含む著書は、その後続けて刊行された。プローはまた、中世のおぞましい初夜権制

度に関する根拠のないドキュメントを革命後（1812年）に制作した者として、ジャ

ン・フロリモン・ド・サンタマンの名を挙げている。

「ボーマノレシェの戯曲は、 18世紀全体を通じて領主権という題材を扱い続けた風

俗喜劇の伝統に含まれる36」と、ブローは述べる。そして、「領主権のテーマは、ボ

ーマノレシェのクーデタとともに枯れ果ててしまったわけで、はなかった37J。『フィガ

ロの結婚』は「領主権」というテーマを社会現象にまで、推し進め、類似の主題を持

つ作品はその後も誕生した。アノレマグィーヴァ伯爵の好色な欲求は、それが社会的

特権と結びついているが故に、批判されるものとなる。とはいえ、その批判は陽気

な祝祭の雰囲気により、幾分か弱められている。伯爵の行為が、召使からの貢ぎ物

の略奪であるとすれば、シェリュパンの場合は情欲と愛情の註りであり、思春期の

子供の興奮状態にすぎない。

3. 『罪ある母』と道徳

『フィガロの結婚』には、主要人物たち以外にも、領内に住む男女の農民や従僕

たちが登場する。第一幕十場では、フィガロとシュザンヌは、彼らを伯爵のもとへ

連れていき、彼がかつて「領主権」を廃止したことを、領民たちの前で公言させよ

うとする。彼らは第五幕でも、シュザンヌと伯爵が逢引きをする（とフィガロが思

いこんでいる）庭園へと、浮気現場の証人となるように連れられてやってくる。ア

グアス＝プレスカスは、中世的な封建領主の館として描かれており、その扉は領地

に住む者たちに対して開かれている。フィガロとシュザンヌの結婚は、恋人同士の

結びつきというだけではなく、領地全体（そして領民皆にとって）の祝祭でもある

のだ。

第三作の『罪ある母』になると、すべての場面は、伯爵一家のパリの邸内で進行

する。登場人物は、悪人たちと公証人のフアノレを除けば、アノレマグィーグァ一家（伯

爵夫妻、レオン、プロレスティーヌ）とアイガロ夫婦だけである。 ドワロンは第二

作から三作へのこの変化を、「田舎の封建的な世界に、都市のブノレジョワの世界が取

って代わる38J と言いあらわす。

『罪ある母』にはところどころに、パスティーユ襲撃以降に起きた、様々な政治
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的・社会的出来事が反映されている。例えば召使たちは、伯爵を「御前様

(Monseigneur）」ではなく、「ムッシュー（Monsieur）」と呼ばなくてはならない。

とはいえ、伯爵は革命思想、に積極的に賛同しているわけではない。彼を父親だと思

い込んでいるレオンが、「お父さん」と呼びかけた時、伯爵は「宮中でお父さんなん

ていうやつがいると思うか？（略）君は庶民のようだな39！」と、軽蔑的に言つて

のける。だが一方で彼は、時代の雰囲気に合わせて生きることを選んでいる。「ある

国に住むつもりなら、その国の連中の偏見と衝突してはならんのた、40」と彼は言う。

悪人ベジャースは、伯爵をたきつけて、嫉妬の炎を煽り、夫人との離婚を決意させ

ようとする：「との不安定な国では、離婚制度が認められておりますから、この方法

を使えるのではないのでしょうか41J。これは、 1792年に離婚法が議会で可決された

ことを即刻受けている。時事を作品に取り込むのに、ボーマノレシェは実に敏で、あっ

たといえるだろう。

『罪ある母』という表題は、少々違和感を覚えさせるものである。ボーマノレジェ

の親友ギュダンが彼に問いかけたように、「罪があるのは母ではなく、妻ではないの

か」という疑問が思い浮かぶからである420 序文で、ボーマルシェは、この間いに答

えを示している。

何よりもまず、このドラマの題名を『罪ある母』ではなく、『不誠実な妻』とか『罪

ある夫婦』とかにすべきだったとか。そうなるともはや、興味の種類が変わってし

まう。恋の駆け引きやら、嫉妬やら、混乱やら、要するに他のエピジードをやたら

に導入しなくてはならなかったろうの。

この正劇においてもっとも重視されているのは、浮気によって揺さぶられる男女

の恋などではない。描かれているのは、もはや領民たち（外部）との交流を持たな

い、閉ざされた家族の在り様であり、その中でもとりわけ母親の役割に目が向けら

れているのだ。言い換えれば、『フィガロの結婚』の、祝祭の錯乱状態における誘惑

の駆け引きは、家族と母性に場を譲るのである。自分の不義は棚に上げて、伯爵は

夫人の不貞について次のような意見を述べる。

ああ、女の貞節が重要視されるのも、決して故ないことではない。社会の善悪は

女性の行動と結び、ついている。家庭が楽園になるか地獄と化すかは、ーにかかって

女がみずからに下す判断次第なのだ、4¥

この時代において、家族、とりわけ親子関係を取り上げることは、我々に容易く

／レソーを思い出させる。近代教育論の祖ともいえる『エミーノレ （Emile,ou De 

!'education）』では、子供はふしだらな生活から遠く隔てて育てられる。エミーノレは

肉体を清く保ちながら、師によって、恋愛から結婚へと導かれる。両性を結び、つけ

る幹は神聖視され、反対に放蕩は忌まわしいものとされる。エミーノレの恋人（そし

て後に伴侶となる）ソフィーへの言及を通して、ノレソーは女性の教育にも触れてい
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る。生れついての善良さに加えて、清潔さ、簡素さ、節制を守ること、そして貞節

さなどが、ソフィーの持つべき美徳として挙げられる。一方、不貞の妻については、

次のような言葉が発せられる。

そういう女（＝不貞の妻）は家族をばらばらにし、自然の幹をすべて断ち切るの

だ。夫の子でない子どもを夫にあたえて、みんなをだまし、不貞に加えて、裏切り

行為を働くのだ。こういう罪悪はあらゆる混乱、あらゆる罪悪に繋がっているので

はなかろうか45?

この激しい表現は、先述の伯爵の妻への非難と呼応する。母親であるとの確信は

父親に比べて容易く持てるものだ、と、伯爵は苦々しく語る。ノレソーは、自分の子を

抱きながら、他人の子であり、財産を奪い取る者を抱いているのではないかという

疑惑に襲われる不幸な父親の例を挙げるが、それはまさに伯爵がレオンに対して抱

いている感情である。ボーマノレシェとノレソーは、母親の不義を家庭の破壊原因とし

ている点で共通している460

繰り返していうことになるが、アンシャン・レジームにおいて、貴族の夫人たち

はしばしば若い男性の社交界デビューに手を貸した。我々は既に、リベノレタン文学

（クレピヨン・フィス、ノレーグェ、ラクロ）の中で、このような女性たちが描かれ

るのを見た。彼女たちは、少年、あるいは青年に恋愛のノレールを教え、女性の身体

の美しさを教える役割を果たしていた。若者の最初の恋の相手が、年上の女性であ

るととは決して稀で、はなかった。しかし、近代精神が広まり、「家族」の役割が重要

視され始めると、こうした行為は次第に罪と見なされるようになる。シェリュパン

の死は、ただの子供の死ではなく、アンシャン・レジームの貴族社会が有していた、

放蕩（libertinage）の死なのである。先の章でシェリュパンと比較された騎士フォブ

ラは、第三作では疲労と病気に打ちのめされ、精神に具常をきたしていく。謝肉祭

の陽気な饗宴の中で始まった恋愛のゲームは、主人公の狂気と情婦たちの死の物語

へと変わっていく。そして、ボーマルシェの作品においては、『フイガロの結婚』の

カーニパノレ的な祝宴の中で錯綜する誘惑と浮気は、不義の罪の糾弾とシェリュパン

の死によって、暗潅たる空気が垂れこめる第三作に揚を譲るのだ。第二作の浮気の

償いは、第三作においてなかなか償われ得ない。

『フィガロの結婚』には、第三作におけるこのような変化を予感させる要素が、

幾っか含まれている。伯爵から軍隊行きを命じられてしょげ込むシェリュパンを、

フィガロはからかつて歌う。

さよなら、かわいいシェリュパン。お前もこれから先はだいぶ違った暮らしにな

るのさ。（略）ご、つい兵隊ばかりだ、畜生め！日焼けして、ひどい身なりで、やたら

に重くでかい銃を抱えて、右向け右、左向け左、前を向け、栄光目指して進軍だ。

道々蹟くなよ。ずどんと一発食らえばそれっきりだがな470
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モーツァノレトのオペラのアリアでも有名な48、このフィガロの台詞は、シェリュ

パンの戦場での死をほのめかしている。シュザンヌと伯爵夫人は「嫌だわ、不吉ねj

「ひどい予想だこと49」と言って、フィガロに腹を立てるが、第三作において彼の

言葉は現実のものとなる。

『罪ある母』で主眼となる「親子関係」は、第二作で、マノレスリーヌが生き別れた

息子フィガロと再会する場面で、すでに描かれている。「親子の再会Jは、ディドロ

の『私生児 （LeFils naturel）』（1757）をはじめとする正劇で、当時盛んに取り上げ

られたテーマであった。『私生児』では、具母兄妹のロザリーとドノレグアノレは、互い

に見つめ合い、抱きしめ合い、父親のレイモンドの前にぬかずいて感動の再会を果

たす占彼らは芦を揃えて、「お父様Jと叫ぶ。『フィガロの結婚』では、マノレスリー

ヌは息子の首に飛び、ついて抱きしめ、フイガロは思わず涙を浮かべて「お母さん」

と叫ぶ。いずれの芝居でも措かれるのは、抱擁、涙、そして感動である。そして、

パノレトロが不承不承マノレスリ）ヌと昔のよりを戻し、結婚することを受け入れたた

め、孤児だったフィガロは両親の揃った家族を持つようになる。

『罪ある母』では、伯爵夫妻は最終的に互いの過ちを許し合う。夫人は夫の婚外

子であるプロレスティーヌに向かって、次のように優しい芦をかける。「あなたのお

父様、あなたのお兄様、そして私はいつまでのあなたの母で、す500 J （兄妹と言われ

ているが、実際はレオンとプロレスティーヌの聞に血の繋がりはないので、彼らが

いずれ結ぼれることが予想される。）苦しみと悔恨、そして許し合いを経て、家族は

手を取り合い、抱きしめ合うことで再建される。そして、フィガロとシュザ、ンヌは、

この「家族」の守り手となる。モリエーノレ風の喜劇から始まったフィガロの三部の

物語は、次第に正劇の要素を取り込み、家族の幹を描くところで幕を下ろす。との

一家に、シェリュパンが入り込む余地はもはや残されていない。言い換えれば、ア

ンシャン・レジ｝ムの中で生まれた放蕩者（リベノレタン）の系譜を受け継ぐ、彼の

存在は、家族の再生のためにはあってはならないものなのである。ここにおいて、

我々はなぜ彼が舞台から姿を消さなければならなかったのかを理解する。近代的道

徳観の到来とともに、シェリュパンやフォブラ、メノレクールらの放蕩を許していた

寛容さは消え失せ、それと同時に祝祭は終わり、戯曲からも陽気さが奪い去られる

のである。

注
l 『セピーリャの理髪師』の初演（1775年2月23日）の評判は芳しくないものであった。これ

は、ボーマノレシェが上演数日前に戯曲の書き換えを行ったことが原因であるとされる。もとの
形に戻された作品は、 2月26日の再演では成功を収めた。参照、鈴木康司著、『闘うフイガロ』、
大修館書店、 1997年、 p.147～1480
2 Baumarchais Pi問。A喝 ustinCaron do, Le Barbier de Seville ou La Precaution inutile〔1775),CEuvres 
qompl，占tes,1876, p.77. 
" Bauma:τchais Pierre Au思istinCaron de, La Folle Journee ou Le Mariage de Figaro (1784), CEuvres 
qompletes, 1876, p.114. 
~ Baumarchais Pie町eAugus討nCaron de, Le Bm’bier de Seville ou LσPrecaution inutile, op. cit., p.76. 

~ Baun 
1789年9月に、『フィガロの結婚』のコメディ・フランセーズでの上演が決定する。警察長官
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指示下での検閲も問題ないとされた。しかし、ノレイ 16世は作品の上演ならびに出版を禁止した。

戯曲は社交サロンやカフェで読まれ、その評判は海外にまで広がっていった。王妃付主席侍女
のカンパン夫人の『回想録』は、当時の状況を示している。「ずっと前から、ボーマノレシェは、

才気と音楽の才能、程度の差とそあれ凡庸な戯曲によって、パリのいくつかの集まりを占有し

ていました。」「作者の打算的な心遣いによって、フィガロのこうした朗読は繰り返され、ボー

マルシェの劇の朗読に出席しましたとか、これからしますとか、毎日聞かれるほどでした。」
(Campau Jeanne-Louise Henriette, Memoire sur la vie privee de Marie Antoinette, Tome 1/13, 

Baudouin企色res,1823, p.276）その後も、／レイ 16世は度重なる要請にもかかわらず上演を禁止し

続けたが、 1784年についに市中公演を許可した。
: Bretonne Restif仙，LesNuits de Paris川 εゆ ectateurnoct問問8,p.2803. 
lbid.,p.2804. 
9ディドロによって提唱された、従来の喜劇・悲劇とは異なる劇の形ロ人間の美徳や義務を対

象とする道徳的な内容を有するか、あるいは、英雄や歴史上の人物ではなく、普通人の家庭の
悲劇などを主題とするものを指す。
＇.~ Baum訂c is Pi町巴AugustinC紅onde,LσFolle Jou 
＇.~ Ibid., p.115. 
凶 BaumarchaisPie1Te Augustin Caron de, L 'Autre Tartii/j包ouLa Mere coi伊able(1792), CEi vres 
comp！占tes,1876, p.196. 
13 Ibid., p.167. 
＇.~ Baumarchais Pierre Augustin Caron d巴，LaFolle Joun由 auLe Ma巾 gede Figaro, op. cit., p.114. 
"' Ibid., p.136. 
'" Ibidリ p.155.
''. Ibid., p.160. 
;: Ibid., p.154. 
Ibid., p.145. 
20 Ibid., p.129. 
"' D巴lonMichel, Le savoir-vivre libertin, Bache仕巴Litteratur巴s,2000, p.42. 
22 Baumarchais Pierre Augustin Caron de, La Folle Journee ou Le Mariσge de Figaro, op. cit., p.108. 
23 『フィガロの結婚』の「序文」では、シェリュパンの役柄について、次のように記している。

「この役柄は、実際にそうだったように、若くて非常に美しい女性でないと演じられない。」
(Ibid., p.113.）また、モーツアルトのオペラで＼ケノレピーノ（シェリュパンのイタリア風発音）

が、女性によって演じられる役（いわゆる「ズボン役」）であることは、よく知られている。
24 Crebillon Claude-Prosper Jolyot de, Les Egm切 1entsdu c即 1ret de !'esprit ou Memoires de M. de 
Meilcoi r (1736), Jean-Edin巴Dufour,1779,p.2 
25真部清孝「フォーブラの身体JCahiers d’etudesfiw1<;aises Universite Keio. Vol.8, 2003, p.132-133. 
26 Couvray Jean-Baptiste Lou vet de, Une annee de la vie du chevalier de Faublas (1787), Chez 
Boulland et Cie.libraires, 1825, p.16. 
~~ Encyclopedie o叫 ictionaire rσii『onnedes sci巴附s,desα1 巴td1巴S刀1e巾ien『， 1751,Vol.12, p.689. 
ケFragonard J巴anHonore, ≪ Vi巴rrou≫, 1780-1784, Cons巴rveau mus己巴duLouvre. 
；~ Baum訂山isPierre Augus出 Caronde, La Folle Joun也 ouLe Mari伊 deF柳川中・ c川 118.
Ibid. 

~I Ibid., p.157. 
－~ Ibid., p.118. 
33 Ibid., p.150. 
34 yシュジュー元帥の息、子フロンサックは、商家の娘を手に入れるために、家に火を放った。
リシュリュ一家は犠牲者に賠償金を支払い、この一件はうやむやにされた。
35 Bourreau Alain, Le droit de cuissage : La fablication d'un mythe, Xllle戸X.Xesiecle, Broch己， 1995.
3~ Ibid., p.40. 
；’ lb札 p.52.
8 Delon Michel, ≪La M占recoupable ou la fete impossible≫ Les fltes de la Revolution, Collogue de 
Clermont-Ferγand (juin 1974), Actes recueillis et presentes par Jean Ehrard巴tPaul Viallaneix, Societe 
d巴setudes rob巴spie町ist巴s,1977, p.379. 
コツ BaumarchaisPierre Augustin Caron de, L’＇Autre Tartuffe ou La Mi占recoupable, op. cit., p.173. 伯爵

はレオンに対しては、「お父さん（monper巴）」と呼ばれることを拒み、「ムッシュー（Monsieur）」
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という需を用いるように命じるロだが実の娘フロレスティーヌが「ムッジユ｝」と呼びかけた

時は、彼女に「お父さん」と呼んでくれるように頼んでいる。伯爵がレオンに父親呼ばわりさ
れたくないのは、彼が妻の不義の息子であるからだが、面と向かつてそのことを口に出せない
ために、「宮中でお父さんなんでいうやつがいると思うか？」という理由によって、彼を退ける
のであるロ「君はまるで庶民だな！」という台詞には、庶民に対する彼の根本的な非同調性と、

レオンに対する冷やかさの両方が反映されている。
40 Ibid., p.170. この「偏見（prejugぬ）」という言葉も、革命思想に対する伯爵の本心を物語っ

ている。
41 Ibid., p.185. 
42参照、鈴木康司「フィガロ三部作についてJ『新訳 フィガロの結婚』、大修館書店、 2012年、
o.284. 
了Baumar
/ Jbid.,p.174. 
5 Rousseau Jean-Jacques, Emile ou De !'education (1762), Collection comp［，占tedes ceuvres deよJ.
R_ousseau, 1782, p.203-204. 
拍彼らはまたいずれも、不貞を働いた女性に対して、「罪ある（coupable)Jという表現を用い

る。 Ibid.,p.204. 
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